
 

 

 

 

 

15年を経過した『震災復旧融資』の状況 

～  阪神・淡路大震災から１５年 依然保証債務残高は残り、代位弁済も続く  ～ 

当協会は、阪神・淡路大震災（以下、「大震災」という。）の復興支援策として平成 7年 2月か

ら 8月までの 7ヵ月の間、被災中小企業者の事業復旧に必要な資金を保証する『災害復旧融資』に

積極的に取組み47,011件、542,179百万円の保証承諾を行いました。 
本年 1 月 17 日に大震災から 15 年という長い歳月が経過しましたが、依然として『災害復旧融

資』の保証債務残高は残り、代位弁済を行う状況が続いています。平成 21年 12月末現在での『災

害復旧融資』の保証債務残高は 2,041 件（保証承諾件数比 4.3%）、14,550 百万円（保証承諾金額比

2.7%）となり、また、代位弁済の累計は6,772件、51,913百万円となっています。 
この度、『災害復旧融資』の 15 年の変遷をまとめ、15 年が経過した現在の状況を業種別、地域

別にまとめました。 

 
7年度末に 5,000億円を超えていた保証債務残高は、12

年度末には償還及び代位弁済の増加により 2,231 億円と

なり、7年度末実績の 50％を下回りました。その後も、償還は進み、景気の低迷が重なり代位弁済

が高水準で推移したことも影響し、16 年度末の保証債務残高は 7 年度末実績の 10％程度にまで減

少しました。 
また、16 年度末に返済据置期間の延長が終了したことから 17 年度には、代位弁済額が一旦増加

に転じましたが、より一層、災害復旧融資に係る借換融資や、返済条件等に係る条件変更に弾力的

に取組み、被災中小企業者に対し、個々の実情に応じたきめ細かな対応に取組んだことから、保証

債務残高の減少とともに代位弁済は減少傾向で推移しています。 
当協会では、今後も中小企業者からの相談によりきめ細やかに対応し、健全な経営努力を続ける

被災中小企業者の事業の維持、発展を支援していく所存です。 
 

≪ 裏面に平成21年12月末現在の『業種別状況』『地域別状況』をまとめています ≫ 

信用保証トピックス 
（平成２２年１月） 

年度別　災害復旧融資の保証債務残高と代位弁済額の推移
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債務残高（金額） 522,180 486,396 442,196 357,305 283,387 223,060 167,710 121,817 83,929 52,826 34,417 26,997 21,824 17,531 14,550

代位弁済（元金） 344 2,622 4,585 6,100 5,601 5,988 5,703 5,497 4,330 2,931 3,057 1,933 1,329 1,022 871

７年度 ８年度 ９年度 １０年度 １１年度 １２年度 １３年度 １４年度 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 2１年12月

（代位弁済：百万円）（債務残高：百万円）

○ 返済据置期間延長措置の終了 
○ 『災害復旧融資』に係る借換融資の開始 



【 業種別状況 ：H21.12末現在 】 
（単位：百万円）

 製造業  農林漁業  鉱業  建設業  卸売業  小売業  飲食店  運送・倉庫業  不動産業  サービス業  その他の産業 合　計

100,520 22 110 62,664 62,403 91,876 46,023 13,022 89,031 76,094 414 542,179

構成比 18.5% 0.0% 0.0% 11.6% 11.5% 16.9% 8.5% 2.4% 16.4% 14.0% 0.1% 100.0%

2,905 0 0 989 1,327 3,030 2,019 229 2,397 1,652 2 14,550

構成比 20.0% 0.0% 0.0% 6.8% 9.1% 20.8% 13.9% 1.6% 16.5% 11.4% 0.0% 100.0%

11,949 10 13 7,493 7,637 8,376 6,613 853 4,101 5,285 21 51,913

構成比 23.1% 0.0% 0.0% 14.5% 14.7% 16.2% 12.8% 1.6% 7.9% 10.2% 0.0% 100.0%

11.9% 45.5% 11.8% 12.0% 12.2% 9.1% 14.4% 6.6% 4.6% 6.9% 5.1% 9.6%
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【 地域別状況 ：H21.12末現在】※法人企業の場合は本店所在地、個人企業の場合は、住所地を用い集計 

（単位：百万円）

 神戸市  西宮市  尼崎市  明石市  芦屋市  宝塚市  伊丹市  淡路市  南あわじ市  洲本市  その他 合　計

324,075 63,362 38,938 18,171 17,928 16,881 13,464 11,284 6,559 6,527 24,966 542,179

構成比 59.8% 11.7% 7.2% 3.4% 3.3% 3.1% 2.5% 2.1% 1.2% 1.2% 4.6% 100.0%

12,052 1,001 256 170 415 310 51 160 17 6 113 14,550

構成比 82.8% 6.9% 1.8% 1.2% 2.9% 2.1% 0.4% 1.1% 0.1% 0.0% 0.8% 100.0%

36,279 5,976 2,510 877 1,505 1,566 848 324 233 253 1,543 51,913

構成比 69.9% 11.5% 4.8% 1.7% 2.9% 3.0% 1.6% 0.6% 0.4% 0.5% 3.0% 100.0%

11.2% 9.4% 6.4% 4.8% 8.4% 9.3% 6.3% 2.9% 3.6% 3.9% 6.2% 9.6%
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 製造業・建設業・卸売業・飲食店では、保証承諾の構成比に比べ、代位弁済の構成比が高いことから、他の業種に

比べ、大震災からの15年が業界全体として厳しい環境にあったことが窺える。一方で、不動産業では、代位弁済の構

成比が保証承諾・保証債務残高の構成比と比べ大幅に低いことから、厳しい環境ながら他の業種と比べると業況が安

定していたことが窺える。 

 保証承諾では約60％の企業が神戸市にあり、西宮市が約10％で続いている。 
 神戸市では、保証債務残高、代位弁済ともに保証承諾の構成比を大幅に上回っており、大震災による被害が最も大

きかった神戸市内で事業を営む中小企業者にとって、大震災からの15年が厳しいものであったことが窺える。 
 一方で、神戸市以外の全地域を見ると、保証債務残高、代位弁済ともに保証承諾の構成比を下回っており、神戸市

と神戸市以外の地域で、対照的な結果が表れている。 


